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や
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
向
け
て
み

ん
な
で
が
ん
ば
る
集
落
営
農
実
践
事
業

な
ど
産
業
振
興
施
策
の
実
施

◆
本
町
地
区
街
な
か
再
生
土
地
区
画
整
理

事
業
や
商
店
街
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業

の
実
施
な
ど
中
心
市
街
地
の
活
性
化

◆
都
市
計
画
街
路
や
都
市
計
画
公
園
の
整

備
、
彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
の

推
進
な
ど
都
市
基
盤
の
整
備

◆
城
陽
小
学
校
の
全
面
改
築
工
事
の
着
手

や
稲
枝
中
学
校
武
道
場
の
整
備
、
中

学
校
の
普
通
教
室
に
パ
ソ
コ
ン
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
教

育
環
境
の
整
備

◆
教
育
施
設
に
お
け
る
非
常
通
報
シ
ス

テ
ム
の
整
備
な
ど
安
全
確
保
対
策
の

実
施

◆
１
１
９
番
受
信
指
令
施
設
や
救
助
工

作
車
な
ど
の
整
備
な
ど
消
防
施
設
の

充
実

一　　般 

歳入 
364億 
9,193万 
7千円 

市　債　41億3,420万円（11.3％） 

地方交付税　48億8,611万6千円（13.4％） 

市　税　151億3,121万9千円（41.5％） 

国庫支出金　33億549万2千円（9.1％） 

県支出金　18億15万4千円（4.9％） 

諸収入　12億9,032万9千円（3.5％） 

繰越金　9億7,494万9千円（2.7％） 

地方消費税交付金　9億4,270万6千円（2.6％） 

使用料及び手数料　9億1,803万2千円（2.5％） 

繰入金　7億7,488万9千円（2.1％） 

分担金及び負担金　5億8,916万4千円（1.6％） 

地方特例交付金　5億8,479万6千円（1.6％） 

その他　11億5,989万1千円（3.2％） 

稲枝中学校武道場

消防緊急通信指令施設

市　税：皆さんが市に納めた税金
地方交付税：所得税など国が徴収した税金の中から、

市の財政状況に応じて国から交付されたお金
市　債：大きな事業を行うために国などから借り入

れたお金
《平成13年度末現在高 421億4,453万3千円》

国庫支出金：特定の目的の財源として国から交付さ
れたお金（補助金など）

県支出金：特定の目的の財源として県から交付され
たお金（補助金など）

繰越金：前年度から繰り越されたお金
地方消費税交付金：県が徴収した地方消費税の一部

から市へ交付されたお金
使用料及び手数料：市の施設の使用料や住民票をは

じめとする証明書などの交付にかかる手数料
繰入金：会計とは別に特定の目的のために積み立て

ているお金を会計に取り込むもの
分担金及び負担金：市が行う事業によって特に利益

を受ける人や団体が納めたお金
地方特例交付金：減税の影響を補うため国から交付

されたお金
諸収入：上記の収入科目に含まれない収入（預金利

子など）

用
語
の
説
明
（
歳
入
）

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

特 別 会 計  
会　　計　　名 歳　入　額 歳　出　額 

国 民 健 康 保 険 事 業  

観 光 事 業  

住宅新築ならびに改修資金貸付事業 

有 線 放 送 電 話 事 業  

下 水 道 事 業  

休 日 急 病 診 療 所 事 業  

老 人 保 健 事 業  

農 業 集 落 排 水 事 業  

介 護 保 険 事 業  

６４億８,５４１万２千円 

３億５,９１２万３千円 

８,４６６万９千円 

４,９６８万２千円 

８２億１,０４５万９千円 

５,６７７万７千円 

７９億３,９９６万３千円 

２億９,３３０万　　円 

３０億９,４５５万９千円 

 

５９億１,８５８万３千円 

３億３,１７８万６千円 

１億８,５９９万５千円 

４,６２４万８千円 

８０億４,７４５万　　円 

５,０２５万２千円 

７８億７,２３５万　　円 

２億９,３２９万１千円 

３０億５,８０５万２千円 

 

 企 業 会 計  
会　　計　　名 収　入　額 支　出　額 

病 院 事 業  

水 道 事 業  

６１億９,０１７万３千円 

２４億３,２５４万１千円 

６５億１,９６７万９千円 

２１億　４４５万７千円 
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１. 人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり 
２. 良好な環境が整った、快適で安全・安心なまちづくり 
３. 活力ある産業に満ちた、にぎわいあふれるまちづくり 
４. 明日の彦根市を担う人を育むまちづくり 
５. 人とひととの交流をひろげ、市民文化を創造するまちづくり 

市民がつくる 
安心と躍動のまち 
彦根 

市民がつくる 
安心と躍動のまち 
彦根 

平成13年度決算 特集

土木費：道路や橋、公園などの施設の整備などに
使われたお金

民生費：福祉の充実などのために使われたお金
総務費：市税、選挙、戸籍の事務や市の発展のた

めの計画を作るために使われたお金
公債費：大きな事業を行うためなどに借りたお金

の返済に支払われたお金
教育費：小・中学校などの教育や文化、スポーツ

の振興のために使われたお金
衛生費：健康診断や予防接種、ごみの収集・処理

などに使われたお金
消防費：市民の安全を守るため、消防や防災対策

に使われたお金
農林水産業費：農林水産業の振興に使われたお金
商工費：商工業や観光の振興に使われたお金
議会費：市議会を運営するために使われたお金
労働費：働く人たちの福祉のためなどに使われた

お金

歳出 
355億 
7,445万 
2千円 

会　　計 
土木費72億8,738万2千円（20.5％）

民生費69億2,843万8千円（19.5％）

総務費50億7,415万7千円（14.3％）

公債費45億8,244万3千円（12.9％）

農林水産業費9億5,828万5千円（2.7％）

衛生費33億5,653万円（9.4％）

教育費45億2,997万1千円（12.7％）

商工費5億7,455万9千円（1.6％）

労働費2億1,598万9千円（0.6％）

議会費2億9,393万4千円（0.8％）

消防費17億7,276万4千円（5.0％）

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

用
語
の
説
明
（
歳
出
）

市
で
は
、﹁
市
民
が
つ
く
る
　
安
心
と

躍
動
の
ま
ち
﹂
を
実
現
す
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
費
用
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
市
は
ど
の
よ

う
に
収
入
を
得
、
ま
た
何
に
使
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
平
成
13
年
度
の
決
算
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
市
が

持
っ
て
い
る
資
産
は
、
お
金
に
換
算
す

る
と
幾
ら
ぐ
ら
い
で
、
そ
の
お
金
は
ど

の
よ
う
に
調
達
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
市
で
は
、
初
め
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
︵
貸
借
対
照
表
︶
を
作
成
し
ま
し
た
。

併
せ
て
掲
載
し
ま
す
。

平
成
13
年
度
の
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
左
下
の
グ
ラ
フ
に
、

特
別
会
計
や
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
左
の
表
に
そ
れ
ぞ
れ
決

算
の
あ
ら
ま
し
を
ま
と
め
ま
し
た
。

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
市
税
収
入
が
減
少
す
る
な

ど
、
市
は
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
基
本
に
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
行

い
、
快
適
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
市
政
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

南彦根駅に設置したエレベーター

《
平
成
13
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
》

◆
Ｊ
Ｒ
南
彦
根
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
想
の

基
盤
整
備

◆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
ゆ
う
ゆ
う
の
開
設
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
建
設
助
成
、
低
年
齢
児

保
育
、
時
間
延
長
保
育
、
留
守
家
庭
児

童
会
の
充
実
な
ど
、
少
子
・
高
齢
社
会

に
向
け
た
福
祉
施
策
の
実
施

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
圧
縮
梱こ

ん

包ぽ
う

機
器
の
整
備

な
ど
、
ご
み
の
資
源
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進

◆
商
店
街
の
活
性
化
事
業
に
対
す
る
助
成
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平成13年度決算特集

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を

作
成
し
ま
し
た

今
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
こ
の
﹁
紙

上
談
話
室
﹂
の
連
載
も
、
早
い
も
の
で

９
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
朝
の
登
庁
時
に
歩
く
と
き
の
息
も

白
く
、
外
は
す
っ
か
り
寒
く
な
り
、
い

よ
い
よ
12
月
で
す
。
12
月
と
い
い
ま
す

と
、
毎
年
、
前
年
度
の
決
算
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
年
お
知
ら
せ
す
る
平
成
13
年
度
決

算
に
は
、
今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
デ
ー

タ
を
添
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
﹃
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
﹄
と
い
う
も
の
で
す
。

少
し
専
門
的
な
内
容
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

現
在
の
地
方
自
治
体
の
会
計
方
式

は
、
現
金
の
収
入
や
支
出
の
事
実
に
基

づ
い
て
経
理
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
現
金

主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、﹃
収

支
の
状
況
は
わ
か
る
け
ど
、
資
産
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
﹄
と
い
っ

た
素
朴
な
疑
問
が
出
て
き
ま
す
。

現
在
の
方
式
で
も
、
地
方
債
の
現
在

高
や
債
務
負
担
行
為
に
関
す
る
調
書
を

予
算
に
関
す
る
説
明
書
に
付
し
た
り
、

決
算
に
際
し
て
財
産
に
関
す
る
調
書
を

決
算
書
に
お
い
て
調
製
し
て
い
る
の
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
資

産
や
負
債
と
い
っ
た
ス
ト
ッ
ク
の
関
係

が
見
え
に
く
い
と
い
う
指
摘
が
近
年
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

企
業
会
計
の
利
点
を
導
入

そ
こ
で
、
ス
ト
ッ
ク
の
関
係
が
見
や

す
い
と
い
う
企
業
会
計
の
優
れ
た
点
を

地
方
公
共
団
体
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
導

入
し
、
企
業
会
計
的
な
手
法
で
市
の
財

務
状
況
を
見
る
た
め
、
彦
根
市
で
も
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
度
の
彦
根
市
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
見
て
み
る
と
、
負
債
・
正
味

資
産
合
計
額
に
占
め
る
正
味
資
産
合
計

額
の
割
合
が
、
64
・
３
％
に
な
る
こ
と

が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
割
合
を
正
味
資
産
比
率
と
い

い
、
企
業
で
言
う
自
己
資
本
比
率
に
相

当
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
比
率
が
高
い

ほ
ど
健
全
な
財
政
状
況
で
あ
る
と
言
え

る
の
で
す
が
、
企
業
の
自
己
資
本
は

﹃
社
外
か
ら
の
資
本
お
よ
び
獲
得
し
た

利
益
の
内
部
留
保
の
額
﹄
で
あ
る
の
に

対
し
、
地
方
公
共
団
体
の
正
味
資
産
は

﹃
こ
れ
ま
で
の
世
代
の
社
会
資
本
形
成

の
負
担
額
﹄
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指

標
が
表
す
意
味
合
い
は
異
な
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
正
味
資
産
比
率
が
高
い

こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
投
資
す
る
余
力
が

あ
る
と
い
う
判
断
に
つ
な
が
ら
な
い
こ

と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

市
民
と
情
報
を
共
有
し
て

私
も
よ
り
合
理
的
な
財
務
情
報
に
親

し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
市
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
活
用
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
が

生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
ま
す
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
情

報
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
し
て
い
く
立

場
か
ら
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
市
民

の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
た
め
の
便
利
な
道
具
と
し
て
、
有

効
に
活
用
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
作
成
は
本
市
で
は
初
め
て
の
試
み
で

あ
り
、
今
後
も
内
容
の
充
実
を
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、

今
年
最
後
の

﹁
紙
上
談
話

室
﹂
は
こ
こ

ま
で
と
し
ま

す
。

【表１】バランスシートに載っている主な内容 
 

借 方 
（市の所有する資産） 

 
資産 

税金などを使って作ら
れた財産 
＜土地、建物＞ 
道路、公園、学校な
ど 
＜その他の資産＞ 
現金、預金など 

 
 

貸 方 
（資産を作るために 
調達した額） 

負債 
将来に負担のある額 
・地方債（市の借金）な
ど 

正味資産 
将来に負担のない額 
・国や県からの補助金 
・市税など 

平成13年度 
 
資産 
１,３７０億８,９９８万４千円 

 
 

平成12年度 
 
 
資産 
１,３５２億１,１０２万５千円 

 
負債 
４９０億　３８９万５千円 

正味資産 
８８０億８,６０８万９千円 

 
 

 
負債 
４８３億３,０３０万７千円 

正味資産 
８６８億８,０７１万８千円 

【表２】資産、負債、正味資産の推移 
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借
対
照
表
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
年
度
末
現
在

に
お
け
る
資
産
と
負
債
を
対
照
し
て
表
示

す
る
ス
ト
ッ
ク
（
過
去
か
ら
今
ま
で
に
蓄

え
ら
れ
た
財
産
）
情
報
の
一
覧
表
で
す
。

左
側
に
資
産
、
右
側
に
は
そ
の
資
産
を
整

備
す
る
た
め
に
調
達
し
た
資
金
の
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
の
表

円
、
正
味
資
産
は
８
８
１
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

左
ペ
ー
ジ
の
表
２
は
、
平
成
12
年
度
末

か
ら
同
13
年
度
末
の
１
年
間
の
推
移
を
示

し
て
い
ま
す
。
資
産
は
19
億
円
、
負
債
は

７
億
円
、
正
味
資
産
は
12
億
円
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

「
彦
根
市
の
資
産
（
財
産
）
は
現
在
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
？
」「
市
債
の
返
済
な

ど
の
将
来
の
負
担
は
、
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
？
」
彦
根
市
の
家
計
簿
で
あ
る
平
成
13

年
度
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
に
あ

た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
市
の

財
政
に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
、
初
め
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸

１
）。市で

は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
作
成
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
普
通
会
計
を
ベ
ー
ス

に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

左
の
表
は
、
平
成
13
年
度
末
の
「
彦
根
市

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
で
、
市
が
所
有
し

て
い
る
資
産
は
１
、
３
７
１
億
円
、
市
が

負
っ
て
い
る
負
債
（
債
務
）
は
４
９
０
億

　　　　借　　　　　方 
 
資産の部（市が所有している資産） 
１．有形固定資産（市が建設した市民生活の基盤） 
　⑴総務費（市庁舎など） 
 
　⑵民生費（保育園、老人ホームなど） 
 
　⑶衛生費（清掃センターなど） 
 
　⑷労働費（勤労青少年ホームなど） 
 
　⑸農林水産業費（農道、林道など） 
 
　⑹商工費（夢京橋あかり館など） 
 
　⑺土木費（道路、公園、公営住宅など） 
 
　⑻消防費（指令施設、消防自動車など） 
 
　⑼教育費（小中学校、図書館など） 
 
　⑽その他の施設 
　有形固定資産合計 
　（うち土地 
 
２．投資等 
　⑴投資及び出資金（財団や公社などへの出資金） 
 
　⑵貸付金（勤労者住宅資金など） 
 
　⑶基金 
　　①特定目的基金（福祉保健医療基金、教育 
　　　施設整備基金など） 
　　②土地開発基金 
　　③定額運用基金（国民年金印紙購入基金） 
 
　　基金計 
　投資等合計 
 
３．流動資産（現金、預金、債権） 
　⑴現金・預金 
　　①財政調整基金 
　　②減債基金 
　　③歳計現金 
　　現金・預金計 
　⑵未収金 
　　①地方税 
　　②その他 
　　未収金計 
　流動資産合計 
 
資産合計 

 
 
 
 
 

１２１億６,０６０万４千円 
 

３４億１,５２１万６千円 
 

５９億５,６６３万７千円 
 

６億８,８１８万４千円 
 

２３億２,０７７万　　円 
 

６億８,９７７万２千円 
 

６０７億７,４５７万３千円 
 

２５億６,５０８万７千円 
 

３０９億７,８９９万　　円 
２億３,２３９万４千円 

１,１９７億８,２２２万７千円 
４３０億３,５５４万　　円） 

 
 
 

３４億　７７７万２千円 
 

１０億８,６１９万２千円 
 
 

６０億３,０７８万６千円　 
１１億６,１０３万　　円　 

 
８,５００万　　円　 

７２億７,６８１万６千円 
１１７億７,０７８万　　円 

 
 
 

２３億　５６７万５千円　 
１０億４,５７０万　　円　 
８億２,７２１万９千円　 
４１億7,８５９万４千円 

 
１２億４,５０１万３千円　 
１億１,３３７万　　円　 

１３億５,８３８万３千円 
５５億３,６９７万７千円 

 
１,３７０億８,９９８万４千円 

　　　　貸　　　　　方 
 
負債の部（市が負っている債務） 
 
１．固定負債（１年を超えて返済する額） 
　⑴地方債（建設事業などの借入金） 
 
　⑵債務負担行為（将来の支払い義務があるもの） 
　　①物件の購入等 
　　②債務保証又は損失補償 
　　債務負担行為計 
　⑶退職給与引当金 
　　（職員の退職金相当額） 
 
　固定負債合計 
 
２．流動負債（１年以内に返済する額） 
　⑴翌年度償還予定額 
（地方債の翌年度償還予定額） 
 
　⑵翌年度繰上充用金 
 
　流動負債合計 
 
負債合計 
 
 
 
正味資産の部（市が正味で保有している資産） 
 
１．国庫支出金（国からの補助金） 
 
 
２．都道府県支出金（県からの補助金） 
 
 
３．一般財源等 
 
 
 
 
正味資産合計 
 
 
負債・正味資産合計 

 
 
 
 
 
 

３８９億４,９０１万８千円 
 

０円　 
８８０万４千円　 
８８０万４千円 

 
 

７１億４,６２６万６千円 
４６１億　４０８万８千円 

 
 
 
 

２８億９,９８０万７千円 
０円 
 

２８億９,９８０万７千円 
 

４９０億　３８９万５千円 
 
 
 
 
 
 

１９２億３,６２９万１千円 
 
 

９０億２,８７８万６千円 
 
 

５９８億２,１０１万２千円 
 
 
 

８８０億８,６０８万９千円 
 
 
 

１,３７０億８,９９８万４千円 

彦根市のバランスシート 

《注１》対象とした会計は、平成13年度の普通会

計です。彦根市の普通会計は、一般会計、住宅

新築ならびに改修資金貸付事業特別会計、有線

放送電話事業特別会計、休日急病診療所事業特

別会計の純計です。従って、下水道事業や介護

保険事業などの特別会計や病院・水道事業の企

業会計は含まれません。

《注２》基礎数値は、昭和44年度から平成13年度

までの地方財政状況調査（決算統計）のデータ

を使用しました。

《注３》作成基準日は、平成14年３月31日（平成

13年度末）とし、出納整理期間における出納

は、基準日までに終了したものとして作成しま

した。
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“まち”の姿を見てみよう②

■
位
置

び
わ
湖
の
東
部
・
湖
東
平
野
に
位
置
し
、

東
は
多
賀
町
、
北
は
彦
根
市
、
西
は
豊
郷

町
、
南
は
秦
荘
町
と
接
し
て
い
ま
す
。
彦

根
市
の
中
心
部
ま
で
自
動
車
で
約
15
分
の

位
置
に
あ
り
、
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
な

ど
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い

て
彦
根
市
と
は
非
常
に
密
接
な
か
か
わ
り

を
も
っ
て
い
ま
す
。
町
域
は
、
東
西
５
・

32
㎞
、
南
北
５
・
15
㎞
、
面
積
13
・
66
㎢

で
す
。

■
自
然

東
に
鈴
鹿
山
脈
の
麓ふ

も
と

に
位
置
す
る
正し

ょ
う

楽ら
く

寺じ

山
（
標
高
３
０
０
ｍ
）、
池
寺
山
（
同
３
３

４
ｍ
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
山
並
み
は

西
北
方
向
の
西
ヶ
岡
山
（
同
２
１
５
ｍ
）
へ

と
連
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
大
半
を
占
め

る
平
野
部
は
、
町
の
北
部
を
流
れ
る
犬
上

川
の
堆た

い

積せ
き

作
用
で
で
き
た
な
だ
ら
か
な
傾

斜
の
扇
状
地
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
歴
史

昭
和
56
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
埋
蔵
文
化

財
調
査
の
結
果
、
縄
文
中
期
に
は
人
が
住

み
始
め
、
今
日
ま
で
約
４
、５
０
０
年
の

歴
史
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
に
入
る
と
、
本
格
的
な
米
づ
く

り
が
始
ま
り
、
平
安
時
代
に
は
条
理
的
な

地
割
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
甲
良
の
荘
と
し

て
拓ひ

ら

け
て
い
き
ま
し
た
。
約
１
、３
０
０

年
前
に
は
町
の
平
地
部
に
農
村
風
景
が
形

成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

甲
良
町
で
は
、
洪
水
と
旱か

ん

魃ば
つ

の
繰
り
返

し
と
い
う
歴
史
を
長
く
経
験
し
て
き
て
お

り
、
何
回
か
の
大
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
水
利
が
整
え
ら
れ
た

後
は
、
評
判
の
高
い
甲
良
米
の
産
地
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
、
京
の
都

に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
の
政
治
・

経
済
活
動
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
、
甲
良
三
大
偉
人
と
称
さ

れ
る
３
人
の
存
在
は
傑
出
し
て
い
ま
す
。

室
町
幕
府
の
創
立
に
参
与
し
た
佐
々
木
道ど

う

誉よ

（
京
極
道
誉
）、
関
ヶ
原
の
戦
い
と
そ

の
後
の
大
阪
冬
の
陣
・
夏
の
陣
に
お
け
る

功
に
よ
り
伊
勢
・
伊
賀
32
万
石
の
大
名
と

な
っ
た
藤と

う

堂ど
う

高た
か

虎と
ら

、
徳
川
幕
府
の
作さ

く

事じ

方か
た

大
棟と

う

梁り
ょ
う

と
し
て
日
光
東
照
宮
の
造
営
を
司

つ
か
さ
ど

り
、
甲
良
大
工
の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め

た
甲
良
豊ぶ

ん

後ご
の

守か
み

宗む
ね

廣ひ
ろ

。
彼
ら
は
甲
良
の
地

で
生
ま
れ
あ
る
い
は
暮
ら
し
、
日
本
の
歴

史
の
表
舞
台
で
大
活
躍
し
ま
し
た
。

■
人
口

人
口
は
、
平
成
12
年
の
国
勢
調
査
で
は

８
、１
６
９
人
で
す
。
昭
和
50
年
代
ま
で

は
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

同
60
年
を
境
に
人
口
は
減
少
傾
向
と
な
っ

て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

■
地
域
文
化

甲
良
町
で
は
、
町
民
が
自
ら
手
塩
に
か

け
て
は
ぐ
く
ん
で
き
た
水
環
境
と
農
村
環

境
を
特
色
と
す
る
「
せ
せ
ら
ぎ
遊
園
」
に

愛
着
と
誇
り
を
も
ち
、
こ
れ
を
舞
台
と
す

る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
は
数
多
く
の
文
化
財
が

あ
り
、
文
化
財
の
宝
庫
で
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
で
も
、
紅

葉
と
不
断
桜
で
知
ら
れ
る
西さ

い

明み
ょ
う

寺じ

は
、
千

百
数
十
年
の
歴
史
を
も
つ
お
寺
で
、
本
堂

や
三
重
塔
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
甲
良
大
工
の
出
生
の
地
に
ふ
さ

わ
し
く
、
伝
統
工
芸
と
し
て
名
高
い
の
が

「
甲
良
臼う

す

」
で
す
。
特
産
の
良
質
の
ケ
ヤ

キ
を
使
い
、
一
つ
の
臼
が
完
成
す
る
ま
で

３
〜
４
年
が
費
や
さ
れ
る
の
が
特
徴
で

す
。
職
人
の
技
と
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
、

ま
た
、縁
起
も
の
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
、

全
国
か
ら
注
文
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
８
月
21
日
、
北き

た

落お
ち

の
日
吉

神
社
境
内
で
奉
納
さ
れ
る「
お
は
な
踊
り
」

は
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
踊
り
の
起
源
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
村
人
の
水
へ
の
願
望
と
お・
は・
な・
と
い

う
美
女
の
悲
運
伝
説
が
、
雨あ

ま

乞ご
い

祈
願
の
踊

り
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
胸
に

太
鼓
、
背
中
に
ほ・
ろ・
を
着
け
た
若
者
が
勇

壮
、
華
麗
に
舞
い
、
そ
の
周
り
を
浴
衣
を

着
た
子
ど
も
と
白
襦じ

ゅ

袢ば
ん

を
着
た
大
人
が
踊

る
も
の
で
、
雨
に
恵
ま
れ
た
村
人
の
喜
び

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

このコーナーは、市民の皆さんに市町合

併や将来の“まち”について考えていただ

くために、前号から各町の姿やまちづくり

の様子についてそのあらましを紹介してい

るものです。今回は、甲良町についてです。

西
明
寺
三
重
塔

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
議
論
し
て
い

き
た
い
。
し
か
し
、
基
本
的
な
こ

と
だ
け
だ
と
、
ど
こ
に
で
も
あ
る

よ
う
な
構
想
に
な
り
が
ち
だ
。
こ

の
ま
ち
に
し
か
で
き
な
い
よ
う
な

こ
と
、
新
し
い
ま
ち
は
こ
の
よ
う

に
す
る
ん
だ
と
い
う
具
体
的
な
案

ま
で
策
定
で
き
る
の
か
。

（
答
え
）
皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ

い
て
、
そ
れ
を
新
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
活い

か
し
て
い
く
こ
と
が
目
的

で
あ
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し

い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
将
来
構
想
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
位
置
づ

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
意
見
）
こ
の
委
員
会
の
議
論
で
、

住
民
を
動
か
す
よ
う
な
感
動
を
与

え
る
も
の
、
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
と

い
う
よ
う
な
も
の
が
出
せ
れ
ば
大

成
功
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
委

員
会
で
互
い
に
意
見
交
換
し
、
同

時
に
そ
れ
が
常
に
住
民
に
も
開
か

れ
て
い
て
、
住
民
か
ら
も
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

（
意
見
）
自
治
体
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
の
な
か
で
合
併
議
論

は
進
ん
で
い
る
。
た
だ
規
模
が
大

き
く
な
っ
た
だ
け
で
、
同
じ
よ
う

な
行
政
や
ま
ち
づ
く
り
が
さ
れ
る

の
で
は
意
味
が
な
い
。
こ
の
委
員

会
の
議
論
も
、
地
域
が
「
自
立
す

る
」
と
い
う
考
え
を
大
事
に
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。
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ば
れ
た
合
併
協
議
会
の
委
員
24
人

に
、
有
識
者
と
し
て
16
人
の
委
員
を

加
え
た
計
40
人
の
委
員
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
彦
根
市
か
ら
策
定

委
員
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
委
員
は
、

次
の
８
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
氏
名
の
50
音
順
）

＊
大
久
保
　
瀧た

き

子こ

さ
ん

小
川
　
良よ

し

紘ひ
ろ

さ
ん
（
彦
根
市
保
育

協
議
会
会
長
、
る
ん
び
に
ー
保
育

園
園
長
）

＊
川
北
　
貢み

つ
ぐ

さ
ん

＊
北
川
　
久
雄
さ
ん

濱は
ま

口ぐ
ち

浩こ
う

一い
ち

さ
ん
（
㈳
彦
根
青
年

会
議
所
副
理
事
長
）

＊
藤
田
　
益
平
さ
ん

＊
安や

す

澤ざ
わ

聖き
よ

子こ

さ
ん

＊
山
本
　
学
さ
ん

（
＊
印
は
合
併
協
議
会
委
員
を
兼
ね

る
人
で
す
）

住
民
の
視
点
で
議
論
を

新
市
将
来
構
想
策
定
委
員
会
は
、

10
月
11
日
と
同
31
日
に
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
今
ま
で

の
会
議
で
協
議
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
委
員
長
お
よ
び
副
委
員
長

委
員
長
に
小
川
良
紘
さ
ん
、
副
委

員
長
に
勝か

つ

間ま

昭
一
郎
さ
ん
（
京
都
教

育
大
学
名
誉
教
授
）
を
選
任
し
ま
し

た
。

●
四
つ
の
専
門
部
会
を
設
置

新
市
将
来
構
想
案
を
効
率
的
に
調

査
・
検
討
し
て
い
く
た
め
、
教
育
文

化
部
会
、
保
健
福
祉
部
会
、
産
業
振

興
部
会
、
生
活
基
盤
部
会
の
四
つ
の

部
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
10
人

の
委
員
が
各
分
野
別
に
協
議
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
将
来
構
想
案
の
基
本
的
な
考
え
方

新
市
将
来
構
想
案
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
基
本
的
な
考

え
方
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
各
市
町
の
総
合
発
展
計
画
を
尊
重

し
つ
つ
、
１
市
３
町
を
一
つ
の
エ

リ
ア
と
し
て
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
。

②
住
民
の
視
点
に
立
っ
て
、
住
民

の
期
待
や
不
安
を
把
握
し
、
構
想

策
定
に
反
映
す
る
。

③
１
市
３
町
が
合
併
し
た
場
合
の
効

果
と
課
題
を
整
理
す
る
。

④
新
市
が
目
指
す
将
来
像
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
ど
う
す
る
べ
き
か
を
提
案

す
る
。

●
住
民
意
向
調
査
の
実
施

策
定
委
員
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
合
併
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
期

待
感
や
不
安
感
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
住

民
意
向
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

12
月

部
会
別
会
議
の
開
催
と
住
民

意
向
調
査
の
実
施
、
第
３
回
策
定

委
員
会
の
開
催
（
住
民
意
向
調
査

報
告
の
取
り
ま
と
め
な
ど
）

１
月
〜
２
月

部
会
別
会
議
の
開
催

３
月

第
４
回
策
定
委
員
会
の
開
催

（
新
市
将
来
構
想
案
の
取
り
ま
と

め
な
ど
）

将
来
構
想
の
策
定
に
向
け
て

第
２
回
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら

合
併
事
務
局
に
対
す
る
質
問
や
、
将

来
構
想
の
策
定
に
つ
い
て
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

（
質
問
）
こ
の
委
員
会
で
策
定
す
る

将
来
構
想
は
、
目
標
と
す
る
年
次

を
ど
の
く
ら
い
と
考
え
れ
ば
よ
い

の
か
。

（
答
え
）
策
定
委
員
会
の
協
議
の
中

で
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

が
、
10
年
間
か
ら
20
年
間
ぐ
ら
い

を
念
頭
に
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
）
こ
の
構
想
案
に
は
財
政
の

裏
付
け
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
そ
れ
は
考
え
な
く
て
よ
い
の

か
。

（
答
え
）
財
政
的
な
こ
と
に
つ
い
て

は
、
主
に
新
市
の
建
設
計
画
の
中

で
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
質
問
）
合
併
と
い
う
一
つ
の
区
切

り
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
変

え
る
重
要
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

新
市
将
来
構
想

策
定
委
員
会
を
設
置

彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多

賀
町
合
併
協
議
会
で
は
、
合
併
後
の

将
来
構
想
案
を
策
定
す
る
た
め
、
10

月
11
日
に
「
新
市
将
来
構
想
策
定
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
１
市
３
町
が
合

併
し
た
場
合
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

や
方
向
性
な
ど
新
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
検
討
し
て
、「
新
市
将
来
構
想

案
」
を
策
定
し
ま
す
。
構
想
案
は
、

合
併
協
議
会
で
つ
く
ら
れ
る
新
市
の

建
設
計
画
の
も
と
に
な
る
も
の
で
す
。

策
定
委
員
会
は
、
公
募
な
ど
で
選

第５回
「合併協議会」

日時　12月25日㈬
13：30～

場所　多賀町中央公民館

※会議は公開を原則としています
ので、傍聴することができます。
傍聴希望者は、会議開始15分
前までに受付をしてください。
ただし、会場は各市町持ち回り
のため、会場の規模によって定
員が異なります（定員を超えた
場合は抽選）。
問い合わせ先 彦根市・豊郷町・
甲良町・多賀町合併協議会（市役
所４階）☎22-1411（内線429）、
FAX22-1398

第２回新市将来構想策定委員会（ひこね市文化プラザで）
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人権にかかわる相談は

人権擁護委員へ
人権に関する問題で、相談する相手がなくて困った
という経験はありませんか。
人権擁護委員が相談に応じます。人権擁護委員は、
市町村長の推薦により法務大臣が委嘱するもので、人
権の大切さについて理解を深めていただくための活動
をしています。
いじめ、体罰、部落差別をはじめ、あらゆる差別問
題、家庭内や隣近所での問題などの相談も受け付ける、
皆さんにとっていちばん身近な相談相手です。
市内の人権擁護委員は、次の皆さんです。

（12月１日現在、敬称略）

氏　　名　　　　 住　　所　　　 電話番号

安　澤 久　子　大東町４-１　 ２６-１３１６

五　味　由紀子　後三条町468 ２３-６１４４

福　原　　　寛
ひろし

本町一丁目７-41 ２２-８４３６

北　村　惠美子 大藪町2256 ２２-７６４６

水　谷　壽
ひさ

男
お

芹川町919 ２２-３９７４

郡
こおり

田
た

きよ子　平田町185-39 ２３-１１５２

北　川　　　良
りょう

日夏町1608 ２５-１０４１

荒　尾　要治郎　鳥居本町1868-１ ２３-３２９５

馬　場　世
せい

紀
き

高宮町1888 ２２-１９６３

瀧
たき

川
がわ

市
いち

郎
ろ

兵
べ い

野良田町77-３ ４３-３１４８

※相談は無料で、秘密は守られます。気軽にご相談
ください。
また、相談は人権擁護委員の自宅だけでなく、市役
所の定例人権相談（原則として毎月第１・第３水曜日、
市役所１階市民相談室）、大津地方法務局彦根支局（西
今町58-３　ＪＲ南彦根駅西口から徒歩３分）☎22-
0291もご利用ください。

参　考
滋賀県人権啓発活動ネットワーク協議会ホームページ
http://www.jinken.go.jp/shiga/shiga_index.html

人
権
週
間
っ
て

ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
？

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）
12
月
10
日
、

第
３
回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
、

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
２
年
後
、
国
連
は
こ
の

日
を
「
世
界
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、

す
べ
て
の
加
盟
国
に
こ
れ
を
記
念
す

る
行
事
を
毎
年
実
施
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、「
世

界
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
広

く
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た

め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

人
権
週
間
に

何
を
し
よ
う
？

人
権
週
間
は
、
家
庭
で
、
職
場
で
、

学
校
で
、
家
族
と
、
友
達
と
、
み
ん

な
と
、
人
権
を
考
え
る
１
週
間
で
す
。

部
落
差
別
、
男
女
差
別
、
外
国
人
差

別
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を

な
く
し
、
み
ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ

る
社
会
を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
他
の
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
意

識
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な

人
権
を
考
え
よ
う

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

★
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

★
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

★
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

★
障
害
の
あ
る
人
の
社
会
へ
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う

★
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

★
ア
イ
ヌ
の
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ

う

★
外
国
人
の

人
権
を
尊

重
し
よ
う

★
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な

ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

★
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

★
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

慮
し
よ
う

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
は
止
め
よ
う

★
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

そ
う

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

12
月
4
日
〜
10
日
は
第
54
回
人
権
週
間
で
す

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
電
話
相
談
」
は
、
県

内
の
20
歳
未
満
の
す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
対
象
で
す
。

小
・
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
悩
み
を
含
め

て
広
く
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
さ

ん
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
家
族
、
知
人
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
疑

問
で
も
、
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時

12
月
11
日
㈬
〜
同
13
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

電
話
番
号

◯　26　
７
５
９
５
番
、
◯　26　
７
５
９
９
番

（
大
津
地
方
法
務
局
彦
根
支
局
内
）

相
談
員

法
務
局
職
員
、
滋

賀
県
子
ど
も
の
人
権
専
門
委

員
・
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容

い
じ
め
、
体
罰
、

不
登
校
、
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
に
か
か
わ
る
こ
と
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実施期間 8月１日～同31日
実施方法 「広報ひこね」8月１日号と同時に各戸配布

および彦根市ホームページの電子メール開設
対　　象 市内全世帯
投書者数 297人（男98人、女128人、不明71人）
投書件数 386件

地域別件数 城　東　４６件、城　西　２８件、金　城　２８件、
城　北　２２件、佐和山　２３件、旭　森　１３件、
平　田　１６件、城　南　２９件、城　陽　３１件、
若　葉　 １件、鳥居本　１１件、高　宮　１２件、
河　瀬　１７件、亀　山　 ８件、稲枝東　２３件、
稲枝西　 ９件、稲枝北　 １件、
その他（住所不明） ６８件

内容別件数（平成14年度予算編成の５つの柱ごとの集計）

…58件（15.0%）
［福祉関係22件、健康管理11件、医療23件、人権２件］

…115件（29.8%）
［生活環境97件、上下水道15件、公園３件］

…108件（28.0%）
［農業・商工・観光38件、建築関係６件、道路河川50件、
都市計画14件］

…52件（13.5%）
［教育52件］

…53件（13.7%）
［住民自治６件、市町村合併１件、その他46件］

「
対
話
の
行
政
」
の

一
環
と
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
図
り

な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
「
彦
根
に
住
み

た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ

ら
れ
、
健
康
で
潤
い
と
ぬ
く
も
り
の

あ
る
、
安
全
で
豊
か
な
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
多
く
の
市
民
の

お
考
え
を
お
聴
き
し
よ
う
と
、
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
「
市
長
へ
の
手
紙
」

事
業
。
今
年
も
数
多
く
の
ご
意
見
、

ご
提
言
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
「
手
紙
」
は
、
す
べ

て
市
長
が
拝
見
し
た
後
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
課
に
お
い
て
、
暮
ら
し
に

根
ざ
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な

ご
意
見
、
ご
提
言
と
し
て
今
後
の
市

政
運
営
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

集
計
の
結
果
か
ら

「
手
紙
」
は
、
行
政
全
般
に
わ
た
る

各
分
野
に
つ
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
福
祉
・
教
育
関
係

の
問
題
、
環
境
問
題
、
道
路
整
備
の

問
題
な
ど
、
特
に
生
活
に
密
着
す
る

分
野
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
指
定

ご
み
袋
に
つ
い
て
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
の
も
今
年
度
の
特
徴
で
す
。

こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
善

す
る
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善
し
、
ま
た
、

今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
い
っ
そ
う
の
努
力
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市

政
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

手
紙
の
内
容
を

掲
示
し
ま
す

「
手
紙
」
の
う
ち
、
投
書
公
開
の

承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
、

ご
提
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
内

容
を
次
の
と
お
り
掲
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間

12
月
９
日
㈪
〜
同
20
日
㈮

場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先

市
民
広
聴
室
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

昨
年
の
掲
示
の
様
子

集計結果紹介
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文体振だより
財団法人　彦根市文化体育振興事業団

事務局（市民会館内）☎23-7810・FAX22-3015
URL  http://edu.city.hikone.shiga.jp/buntaishin/
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藤
川
さ
ん
の
受
賞
の
言
葉

書
き
始
め
て
か
ら
書
き
上
げ
る
ま
で
に

か
な
り
長
い
時
間
を
要
し
た
作
品
で
す
。

そ
の
せ
い
で
、
文
中
に
出
て
く
る
用
語
に

古
い
も
の
も
あ
っ
た
り
、
割
合
に
新
し
い

も
の
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
時
々
で

僕
が
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
文
章
に

反
映
さ
れ
て
い
て
、
読
み
返
し
て
み
る
と

個
人
的
に
は
お
も
し
ろ
く
も
あ
り
ま
す
。

５
、
６
年
前
に
起
こ
っ
た
東
電
Ｏ
Ｌ
殺

人
事
件
を
取
り
扱
っ
た
本
の
中
に
、
家
族

機
能
研
究
所
所
長
の
斎
藤
学
氏
の
一
文
が

載
っ
て
い
て
、
イ
ン
ナ
ー
マ
ザ
ー
と
い
う

概
念
に
興
味
を
ひ
か
れ
、
作
品
に
取
り
入

れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
事
件
以
降
、

東
電
Ｏ
Ｌ
症
候
群
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
僕
の
拙
い
作
品
を
賞
に
推
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
選
考
委
員
の
諸
先
生

方
、
皆
様
方
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。

舟ふ
な

橋は
し

聖せ
い

一い
ち

顕
彰
文
学
賞
は
、
彦
根
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
作
家
・
故
舟
橋

聖
一
氏
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
広
く
青
少
年
の
文
学
奨
励
を
は

じ
め
と
し
た
教
育
・
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

18
〜
30
歳
の
青
年
を
対
象
と
し
た
第
14
回
「
青
年
文
学
賞
」
に
は
全
国

か
ら
73
編
の
応
募
が
、
ま
た
、
近
畿
各
府
県
お
よ
び
滋
賀
県
に
隣
接
す
る

各
県
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
第
17
回
「
文
学
奨
励
賞
」
に
は

ち
ょ
う
ど
２
０
０
編
の
応
募
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。

選
考
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
受
賞
作
品
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

は
12
月
１
日
㈰
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

小
学
生
の
部

第
一
席

﹃
龍り

ゅ
う

の
一
筆
書
き
﹄〈
作
文
〉

松
村
す
み
れ
さ
ん（
稲
枝
西
小
学
校
６
年
）

第
二
席

﹃
ぼ
く
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
び
わ
湖
一
周
﹄

〈
作
文
〉

口く

分も

田で

和か
ず

輝き

さ
ん（
旭
森
小
学
校
５
年
）

第
三
席

﹃
わ
た
し
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
﹄

〈
作
文
〉

西
尾
風ふ

優ゆ

香か

さ
ん（
多
賀
小
学
校
３
年
・

犬
上
郡
多
賀
町
）

中
学
生
の
部

第
一
席

﹃
家
の
解
体
﹄〈
作
文
〉

田

勝
也
さ
ん（
中
央
中
学
校
１
年
）

第
二
席

﹃
青
春
18
き
っ
ぷ
北
陸
飛
騨
路

の
旅
﹄〈
紀
行
記
録
〉

中
居
真ま

さ

輝き

さ
ん
（
西
中
学
校
３
年
）

第
三
席

﹃
私
た
ち
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
﹄〈
作
文
〉

関
由ゆ

佳か

理り

さ
ん（
中
央
中
学
校
２
年
）

高
校
生
の
部

第
一
席
　
該
当
な
し

第
二
席

﹃
国
道
２
号
線
蘇そ

生せ
い

記
﹄

〈
紀
行
記
録
〉

橋
本
智
子
さ
ん
（
関
西
大
学
第
一
高
校

３
年
・
兵
庫
県
伊
丹
市
）

第
二
席

﹃
あ
た
し
と
い
う
名
の
物
語
﹄

〈
創
作
〉

原
田
知ち

佳か

さ
ん
（
泉
陽
高
校
２
年
・

大
阪
府
堺
市

）

第
三
席

﹃
蒼あ

お

ざ
め
た
海
﹄〈
創
作
〉

平
井
　
涼り

ょ
う

さ
ん
（
灘
高
校
２
年
・

大
阪
府
池
田
市
）

最
優
秀
賞

﹃
フ
リ
ー
ズ
・
ム
ー
ン
﹄

〈
小
説
〉

藤
川
未み

央お

さ
ん

（
東
京
都
小
平
市
）

佳
　
作

﹃
コ
ン
タ
ク
ト
﹄

〈
小
説
〉

上う
え

坪つ
ぼ

裕ゆ
う

介す
け

さ
ん

（
埼
玉
県
所
沢
市
）

小学生・第２席

口分田和輝さん
中学生・第３席

関由佳理さん

最優秀賞

藤川未央さん

小学生・第３席

西尾風優香さん
高校生・第２席

橋本智子さん

佳　作

上坪裕介さん

中学生・第１席

田 勝也さん
高校生・第２席

原田知佳さん

小学生・第１席

松村すみれさん
中学生・第２席

中居真輝さん
高校生・第３席

平井　涼さん

発
表舟

橋
聖
一
顕
彰
文
学
賞

＝市内の小・中学生５人が入選＝
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博物館だより

開催中（12月22日㈰まで）

「井伊家伝来の馬具－拝領の鞍
くら

－」
☆譜代大名の筆頭であった井伊家は、徳川将軍家からさまざまな品
を拝領しています。この展示では、拝領の鞍や馬具を紹介します。

平成15年１月１日㈷から同28日㈫まで

「唐
から

子
こ

のすがた」
☆唐子まげに唐服といういでたちの、中国の子どもをあらわした
美術工芸品を紹介します。唐子は、中国では、実りや子孫繁栄
を意味する吉祥を意味し、日本ではその意味に加えて、中国趣
味という意義からも絵画や陶磁器に盛んに描かれました。

１月４日㈯ 14：00～
ギャラリートーク・テーマ展「唐子のすがた」

本館学芸員　 木文恵（たかき ふみえ）

テ

ー

マ

展

「はくぶつかんへ行こう」（小学生対象）
12月　7日㈯（小学校１～３年生）

21日㈯（小学校４～６年生）
10：00～12：00

平成15年１月　4日㈯（小学校１～３年生）
18日㈯（小学校４～６年生）

平成15年１月25日㈯ 9：00～11：30（受付時間）
子ども歴史相談室
☆学校で習った歴史や地域のむかしのようすについて、疑問に思うことや知りたいことを、博物館の学芸員
といっしょに調べましょう。（事前の申し込みは不要です。）

子
ど
も
対
象
の
催
し

観覧料が
必要です

参加無料

参加無料

金
きん

梨
なし

地
じ

葵
あおい

紋
もん

牡
ぼ

丹
たん

蒔
まき

絵
え

鞍
くら

（彦根城博物館蔵）

唐子遊び図（部分、個人蔵）

開館時間 8：30～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日 12月25日㈬～同31日㈫（このほか、12月22日㈰～同
24日㈫は、展示替えのため一部の展示室を休室します。）

観 覧 料 常設展料金　　 （ ）内は30人以上の団体料金
一　　　般　…　500円（450円）
小・中学生　…　250円（170円）

☆博物館が作った子ども用のワークシー
トなどを用いて学習します。
※小学校に配布する申込用紙により、学
区別に募集します。

絹け
ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

浄じ
ょ
う

土ど

変へ
ん

相そ
う

図ず

︵
鎌
倉
時
代
︶

唯ゆ
い

稱
し
ょ
う

寺じ

︵
大
堀
町
︶
蔵

︻
彦
根
城
博
物
館
保
管
︼

奈
良
の
当た

い

麻ま

寺で
ら

に
は
、
中ち

ゅ
う

将じ
ょ
う

姫ひ
め

が
蓮は

す

糸
で
織
っ
た

と
い
う
伝
説
を
持
つ
「
当た

い

麻ま

曼ま
ん

荼だ

羅ら

」
の
名
で
知
ら

れ
る
綴つ

づ
れ

織お
り

の
浄
土
変
相
図
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
時
代
以
後
に
は
浄
土
教
の
隆
盛
に
と
も
な
っ
て

そ
の
模
本
（
写
し
）
が
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

本
図
も
そ
の
一
例
で
、﹃
観か

ん

無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経き
ょ
う

﹄
で
説
か

れ
て
い
る
華
や
か
な
西さ

い

方ほ
う

阿あ

弥み

陀だ

浄じ
ょ
う

土ど

の
あ
り
さ
ま

を
、
要
所
に
切
金

き
り
か
ね

や
金き

ん

泥で
い

を
用
い
て
描
い
て
い
ま
す
。

画
面
の
中
央
に
極
楽
浄
土
が
、
左
の
縦
一
列
に
阿あ

闍じ
ゃ

世せ

王お
う

物
語
、
右
側
に
は
十
六
観
の
う
ち
十
三
観
、

下
の
横
一
列
に
九く

品ほ
ん

来ら
い

迎ご
う

図ず

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
画
は
、
昭
和
56
年
に
市
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
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拝は
い

領
り
ょ
う

鞍ぐ
ら

の

意

味

江
戸
時
代
の
大
名
家
は
、
将
軍
家
を
は
じ
め

他
の
大
名
家
と
の
間
に
、
多
く
の
贈
答
儀
礼
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
将
軍
家
と
の
贈

答
は
、
徳
川
家
と
諸
大
名
と
の
間
の
主
従
関
係

を
確
認
す
る
と
い
う
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
ま
し
た
。

左
の
写
真
の
鞍く

ら

は
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）

12
月
26
日
、
14
代
将
軍
徳
川
家い

え

茂も
ち

か
ら
、
当
時

大
老
職
を
勤
め
て
い
た
井い

伊い

直な
お

弼す
け

が
拝
領
し
た

も
の
で
す
。
居い

木ぎ

裏
の
銘
か
ら
、
享
保
４
年

（
１
７
１
９
）、
幕
府
の
御ご

用よ
う

鞍く
ら

打う
ち

師し

で
あ
っ
た

辻
長
政
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
装
飾
は
さ
ま
ざ
ま
な
材
質
・
技
法
を
組

み
合
わ
せ
、
蕪か

ぶ

の
文
様
を
実
に
大
胆
な
構
図
で

あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。
金き

ん

梨な
し

地じ

に
大
き
く
広

が
る
葉
の
部
分
は
金
の
高た

か

蒔ま
き

絵え

と
螺ら

鈿で
ん

に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
、
複
雑
に
の
び
る
根
の
部
分
は
銀

板
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

鞍
と
蕪
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
奇
異
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
蕪
は
そ
の
読
み
が

頭か
ぶ

・
冠か

ぶ
り

に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
人
の
頭か

し
ら

と
な

れ
る
よ
う
に
と
願
い
を
こ
め
た
縁
起
の
良
い
文

様
と
し
て
好
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
鞍
に
つ
い
て
は
、
直
弼
自
筆
の
書
付
を

は
じ
め
い
く
つ
か
の
関
連
史
料
が
残
っ
て
お

り
、
鞍
を
拝
領
し
た
際
の
状
況
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
鞍
は
８
代
将
軍
徳
川

吉よ
し

宗む
ね

が
常
用
し
、
そ
の
後
の
将
軍
も
代
々
用
い

た
と
い
う
由ゆ

い

緒し
ょ

あ
る
品
で
、
12
代
将
軍
徳
川
家い

え

慶よ
し

が
所
用
し
た
と
い
う
延え

ん

寿じ
ゅ

国く
に

資す
け

作
の
小ち

い
さ

刀が
た
な

と
と
も
に
、
江
戸
城
の
御
座
の
間
に
お
い
て
、

家
茂
自
身
の
手
か
ら
直
接
手
渡
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
老
中
・
若
年
寄
ら
も
そ
れ

ぞ
れ
拝
領
品
を
賜
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
こ
れ

よ
り
約
一
月
前
の
12
月
１
日
に
行
わ
れ
た
家
茂

の
将
軍
宣せ

ん

下げ

で
す
。
こ
う
し
た
品
々
は
、
家
茂

の
将
軍
擁
立
を
は
じ
め
、
い
わ
ゆ
る
「
安
政
の

大
獄
」
を
行
う
な
ど
当
時
の
複
雑
な
政
治
を
担

っ
て
い
た
幕
閣
全
体
に
対
す
る
恩
賞
の
意
味
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

直
弼
に
対
す
る
拝
領
品
に
、
こ
う
し
た
鞍
に

加
え
て
「
延
寿
」
と
い
う
名
字
や
「
国
に
資
す

る
」
と
読
め
る
名
前
か
ら
縁
起
の
よ
い
品
と
し

て
好
ま
れ
て
い
た
延
寿
国
資
の
刀
が
選
ば
れ
、

し
か
も
将
軍
よ
り
手
づ
か
ら
渡
さ
れ
た
の
は
、

格
別
の
厚
意
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
知
っ
た
直
弼
の
家
臣
、
長
野
主し

ゅ

膳ぜ
ん

や

宇う

津つ

木ぎ

六ろ
く

之の

丞じ
ょ
う

は
、
こ
れ
ま
で
の
忠
義
が
認

め
ら
れ
感
涙
し
た
と
い
う
旨
を
手
紙
に
記
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
後
、
直
弼
が
鞍
の
形
態
や
文
様
、

各
部
の
材
質
・
技
法
ま
で
詳
細
に
記
録
し
た
絵

図
を
作
ら
せ
、
み
ず
か
ら
註ち

ゅ
う

を
書
き
記
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
（
右
下
の
写
真
）、
こ
の
拝
領

が
直
弼
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
　
丹に

羽わ

貴た
か

之ゆ
き

）

写
真
の
鞍
お
よ
び
絵
図
は
、
現
在
開
催
中
の

彦
根
城
博
物
館
テ
ー
マ
展
﹁
井
伊
家
伝
来
の

馬
具-

拝
領
の
鞍-

﹂
で
12
月
22
日
㈰
ま
で

展
示
中
で
す
。

金
梨
地
蕪
蒔
絵
螺
鈿
鞍
図
︵
彦
根
城
博
物
館
蔵
︶

金き
ん

梨な
し

地じ

蕪か
ぶ

蒔ま
き

絵え

螺ら

鈿で
ん

鞍く
ら

︵
彦
根
城
博
物
館
蔵
︶

第76回
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日曜納税相談
税務課では、仕事などで平日お忙しい

皆さんのために、毎月１回「日曜納税相談窓
口」を設けて、納付や納税についての相談を
受け付けています。12月は次のとおりですの

で、どうぞご利用ください。
日　時 12月15日㈰10：00～16：00
場　所 税務課（市役所２階）
問い合わせ先 同課☎22-1411（内線210）

14広報ひこね　平成14年12月１日

次回のこの欄に登場するのは、あなたかも？

身近なニュース、まちの話題などをお知らせください

市情報政策課広報係☎22-1411（内線431）

マイク＆カメラ　市民インタビュー室

・・・・・
・・

・・・・・
・・

・・・・・
・・
・

・・・・・
・・

・・・・
・・ ・・・・
・ ・・・・

梨
の
栽
培
を
始
め
た
の
は
、
昭
和
56
年
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
ま
で
稲
作
を
中
心
に
農
業
を
営
ん
で
い
た
組
合
員

は
、
み
ん
な
不
安
で
し
た
。
手
探
り
で
栽
培
し
て
、
や
っ

と
収
穫
に
こ
ぎ
着
け
た
も
の
の
、
今
度
は
彦
根
梨
を
だ
れ

も
知
ら
な
い
な
か
で
販
売
す
る
の
が
、ま
た
大
変
で
し
た
。

売
れ
る
売
れ
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
日
約
１
万
個
の

収
穫
が
あ
る
の
で
、
何
と
か
売
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。事
業
所
や
工
場
を
ま
わ
っ
て
販
売
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
と
き
か
ら
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
試
食
し
た
人
は
、
お

い
し
さ
に
目
を
丸
く
し
な
が
ら
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

２
、
３
年
も
す
る
と
、
今
度
は
と
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
袋
が
け
を
せ
ず
に
、
果
実
に
太
陽

を
い
っ
ぱ
い
あ
て
て
育
て
、
完
全
に
熟
し
て
か
ら
収
穫
し

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
ほ
か
の
梨
と
は
、
甘
さ
が
違
う

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

生
の
彦
根
梨
は
８
〜
９
月
ご
ろ
に
し
か
食
べ
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
一
年
中
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
彦
根
梨
の
ワ
イ

ン
や
ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。

彦
根
梨
で
作
っ
た
ワ
イ
ン
は
、
梨
の
甘
み
を
生
か
し
な

が
ら
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
の
ど
ご
し
で
、
だ
れ
に
で
も
飲
み

や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
を
、
ワ

イ
ン
で
過
ご
さ
れ
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
稲
枝
営
農
セ
ン
タ
ー
☎

◯　43　
３
７
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　43　
５
９
４
４
番

▲
吉
田
さ
ん
︵
右
︶
と

山
田
さ
ん

す
っ
き
り
し
た
味
わ
い
の
白
と
、
甘
く

て
飲
み
や
す
い
ロ
ゼ
の
あ
る
梨
ワ
イ
ン

︵
手
前
は
梨
と
イ
チ
ジ
ク
の
ジ
ャ
ム
︶

﹁
彦
根
梨な

し

の
お
い
し
さ
を
、
一
年
中
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
﹂

彦
根
な
し
生
産
組
合
　
吉
田
勝か

つ

己み

さ
ん
（
石
寺
町
）

特
産
彦
根
な
し
生
産
組
合
　
山
田
重じ

ゅ
う

剛ご
う

さ
ん
（
石
寺
町
）

伊藤さん

▲

▲合併50周年記念式典

鳥
居
本
は
50
年
前
ま
で
「
鳥
居
本
村
」
と
い
う
独
立
し
た
村

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
鳥
居
本
が
彦
根
市
で
な
か
っ
た
な
ん
て
、

初
め
に
聞
い
た
と
き
は
と
て
も
び
っ
く
り
し
て
、
ち
ょ
っ
と
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

11
月
３
日
に
、
鳥
居
本
村
と
彦
根
市
と
の
合
併
50
周
年
を
祝

う
「
彦
根
市
合
併
50
周
年
記
念
式
典
」
が
鳥
居
本
地
区
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
２
０
０
人
が
参
加
さ
れ
た
式
典
は
、

太
鼓
の
演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
彦
根
市
民
憲
章
を
朗
読

し
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
大
人
の
人
が
参
加
し
て
い
る
の
で
、

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
地
域
に
貢

献
さ
れ
た
４
人
と
、
地
域
防
災
に
貢
献
し
た
彦
根
市
消
防
団
第

11
分
団
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
記
念
事
業
で
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
、

記
念
講
演
や
餅も

ち

ま
き
な
ど
が
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
の
友
達
と
鳥
居
本
に
つ
い
て
話
す
と
、
み
ん
な
山
や
川

な
ど
鳥
居
本
の
自
然
を
大
事
に
す
る
気
持
ち
が
強
い
の
が
分
か

り
ま
す
。
保
育
園
か
ら
中
学
校
ま
で
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
な
の
で
、

み
ん
な
仲
良
し
な
の
も
自
慢
で
す
。

佐
和
山
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
鳥
居
本
に
入
る
と
、
ち
ょ
っ

と
雰
囲
気
が
変
わ
る
の
を
感
じ
ま
す
。
鳥
居
本
の
歴
史
や
自
然

が
そ
う
感
じ
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
鳥
居
本
の
個

性
を
、
私
た
ち
が
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹁
鳥
居
本
の
個
性
を
守
っ
て
い
き
た
い
﹂

鳥
居
本
中
学
校
３
年
　
伊
藤
沙さ

央お

里り

さ
ん
（
鳥
居
本
町
）
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不
動
産
登
記
事
務
が

一
部
変
わ
り
ま
す

平
成
15
年
１
月
27
日
㈪
か
ら
、
彦

根
市
お
よ
び
犬
上
郡
多
賀
町
の
土
地

お
よ
び
建
物
の
登
記
事
務
に
つ
い
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
処
理
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
事
務
処
理

開
始
後
は
、
現
在
の
登
記
簿
謄
本
・

抄
本
に
代
わ
り
「
登
記
事
項
証
明
書
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
閲
覧
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

代
わ
り
に
「
登
記
事
項
要
約
書
」
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
犬
上
郡
豊
郷
町
、
同
甲
良
町
、
愛

知
郡
愛
知
川
町
、
同
秦
荘
町
、
同

愛
東
町
、
同
湖
東
町
の
土
地
お
よ

び
建
物
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る

取
り
扱
い
は
、
平
成
15
年
５
月
下

旬
か
ら
開
始
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
津
地
方
法
務
局

彦
根
支
局
☎
◯　22　
０
２
９
１
番

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

全
国
大
会
が
彦
根
で
開
催

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

は
、
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
い

っ
し
ょ
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き

る
団
体
競
技
で
、
座
位
（
座
っ
た
姿

勢
）
で
行
う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

身
体
障
害
者
の
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
あ
る
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

の
正
式
種
目
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ル
に
触
れ
る
と
き
に
床
か
ら

お
尻
を
離
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

や
、
ネ
ッ
ト
の
高
さ
・
コ
ー
ト
の
広

さ
以
外
は
、
一
般
の
６
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ル
で
す
。

こ
の
た
び
、
次
の
と
お
り
全
国
大

会
が
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
国
際
大
会

で
は
、
障
害
者
の
み
で
チ
ー
ム
を
構

成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
大
会
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
と
な

い
人
の
交
流
・
相
互
理
解
と
、
共
に

生
き
る
社
会
の
輪
を
広
め
る
こ
と
な

ど
を
目
的
に
、
障
害
の
あ
る
人
と
な

い
人
の
混
成
チ
ー
ム
の
参
加
も
認
め

ら
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
か
ら
、
気
軽
に

ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

日
程

12
月
14
日
㈯
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
８
時
30
分
、
同
15
日
㈰
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
ご
ろ

場
所

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー（
松
原
町
）

※
当
日
の
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
中
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る

人
は
、
12
月
10
日
㈫
ま
で
に
、

障
害
福
祉
課
（
平
田
町
・
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
☎
◯　27　
９
９
８
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６
７
番
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シッティングバレーボール

情報
掲示板

女性労働者の能力発揮を

推進している企業を募集

均等推進企業表彰
女性労働者の能力発揮を促進する
ため積極的に取り組んでいる企業に
対し、その取組をたたえて女性労働
者の能力発揮の促進を図る制度です。
男女均等への取組を積極的に推進し
ている企業の皆さん、どうぞご応募
ください。
応募要領は、滋賀労働局ホームペー
ジhttp://www.shiga-roudou.go.jp/で
ご覧いただけます。
応募期限 12月20日㈮
応募・問い合わせ先 滋賀労働局雇
用均等室☎077-523-1190、FAX
077-527-3277
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募　集
働
く
婦
人
の
家

ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月
向
け
生
活
講
座

〈
内
容
・
日
時
・
定
員
・
受
講
料
・
教

材
費
〉左
の
表
の
と
お
り
〈
対
象
〉

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人
（
学
生
は

除
く
）
〈
申
込
期
間
〉12
月
２
日
㈪

〜
同
９
日
㈪（
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉働
く
婦
人
の

家
☎
◯　24　
３
５
２
９
番

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー

冬
学
期
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

〈
コ
ー
ス
名
、
期
間
お
よ
び
受
講
料
〉

▽
英
語
集
中
コ
ー
ス
＝
平
成
15
年
１

月
７
日
㈫
〜
３
月
24
日
㈪
（
月
〜
金

曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
10

分
）
29
万
円
　
▽
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
＝
１
月
７
日
㈫
〜
３
月
24
日
㈪

（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
）

15
万
円
　
▽
ス
キ
ル
・
テ
ー
マ
別
コ

ー
ス
（
目
的
、
時
間
に
合
わ
せ
た
実

力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
コ
ー
ス
）
＝
１

月
７
日
㈫
〜
３
月
24
日
㈪
（
週
１
・

２
回
の
午
前
ま
た
は
午
後
の
２
時

間
）
４
万
円
〜
８
万
４
千
円
程
度

▽
夜
間
コ
ー
ス
＝
１
月
９
日
㈭
〜
３

月
24
日
㈪
（
月
・
木
曜
日
の
午
後
７

時
〜
同
８
時
30
分
、
全
21
回
）
６
５
、

１
０
０
円
〈
場
所
〉ミ
シ
ガ
ン
州
立

大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー
（
松
原
町
）

〈
申
込
期
限
〉12
月
18
日
㈬

〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉同
セ
ン
タ
ー
☎
◯　26　

３
４
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
９
３
５
６

番
、E

-m
ail:sifah@

m
x.biw

a.ne.jp

親
子de

パ
ソ
コ
ン
２

「
パ
ソ
コ
ン
絵
本
館
」

〜
親
子
で
作
る
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
〜

〈
日
時
〉平
成
15
年
１
月
11
日
㈯
・
同

12
日
㈰
・
同
13
日
㈷
（
３
日
間
通
し

の
教
室
で
す
）
午
前
コ
ー
ス
＝
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
コ
ー
ス
＝

午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時
〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
〈
内
容
〉パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
、
写
真
・
絵
や
文
字

な
ど
を
加
工
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵

本
づ
く
り
〈
対
象
〉小
学
生
と
そ
の

保
護
者
（
２
人
１
組
）
〈
定
員
〉各

コ
ー
ス
12
組
（
先
着
順
）
〈
受
講
料
〉

１
組
１
、５
０
０
円
〈
申
込
期
間
〉12

月
７
日
㈯
〜
同
23
日
㈷
（
た
だ
し
、

９
日
㈪
・
16
日
㈪
は
除
き
、
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
〈
申

込
方
法
〉申
込
用
紙
（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

受
講
料
を
添
え
て
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

へ
※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉同
セ
ン
タ
ー
☎
◯　28　

３
６
４
５
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
（
３
級
課
程
）

〈
日
時
〉平
成
15
年
１
月
28
日
㈫
〜
３

月
13
日
㈭
（
実
習
を
含
め
52
時
間
）

〈
場
所
〉大
津
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
津
市
打
出
浜
）
〈
受
講
資
格
〉県
内

に
在
住
で
、
介
護
の
分
野
で
の
就
労

な
ど
を
希
望
す
る
人
〈
定
員
〉40

人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

〈
受
講
料
〉２
８
、７
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
を
含
む
）〈
申
込
期
限
〉

12
月
25
日
㈬
（
必
着
）〈
申
込
方
法
・

問
い
合
わ
せ
先
〉は
が
き
に
「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
受
講
希
望
」、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性

別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望

理
由
を
書
い
て
㈶
介
護
労
働
安
定
セ

ン
タ
ー
滋
賀
支
部
（
〒
５
２
０-

０
８
０

６
大
津
市
打
出
浜
13-

49
日
新
火
災
大
津

ビ
ル
５
階
）
☎
０
７
７-

５
２
７-

２
０

２
９
番
へ

※
こ
の
課
程
を
修
了
す
る
と
、
同
セ

ン
タ
ー
の
２
級
課
程
（
受
講
料
無

料
）
受
講
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

内　　容 

クリスマスケーキ 

 

お 正 月 料 理  
 

ガーデニング 

日　 

１２月１８日㈬

１２月２０日㈮

１２月２６日㈭

　　　時 

１０：００～１２：００ 

１８：３０～２０：３０ 

１０：００～１２：００ 

１８：３０～２０：３０ 

１３：００～１５：００ 

定員 

１８人 

１８人 

１８人 

１８人 

２０人 

受講料

300円 

300円 

300円

300円 

300円 

教材費 

1 ,300円 

1 ,300円 

1 ,500円 

1 ,500円 

3,500円 

会
　
場
　
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル 

本
　
番
　
平
成
15
年
２
月
16
日
㈰
午
前
11
時
40
分
開
演
（
予
定
）

予
選
会
　
　
　
　
　
２
月
15
日
㈯
午
後
１
時
〜 

本
番
の
ゲ
ス
ト
　
石
川
さ
ゆ
り
・
堀
内
孝
雄
　
　 

出
場
者
募
集

応
募
資
格

15
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ

ア
（
中
学
生
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
）

※
応
募
は
１
人
（
組
）
１
通
に
限
り

ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

応
募
期
限

平
成
15
年
１
月
17
日
㈮

（
必
着
）

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

往
復

は
が
き
往
信
の
裏
に
「
の
ど
自
慢

出
場
希
望
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
＝
グ
ル
ー
プ
の

場
合
は
全
員
の
も
の
を
明
記
、
電

話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

歌
い
た
い
曲
１
曲
と
歌
手
名
、
選

曲
理
由
と
自
己
Ｐ
Ｒ
を
、
返
信
の

表
に
も
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津

放
送
局
の
ど
自
慢
出
場
係
（
〒
５

２
０-

０
８
０
６
）
☎
０
７
７-

５
２

２-
５
１
０
１
番
へ
。

観
覧
者
募
集

申
込
期
限

平
成
15
年
１
月
17
日
㈮

（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
当
選
は
が
き
１
枚
で
１
人
が
入
場

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
就
学
前
の

子
ど
も
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
応
募
は
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

往
復

は
が
き
往
信
の
裏
に
「
の
ど
自
慢

観
覧
希
望
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表

に
も
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
の
ど
自
慢
観
覧
係
（
〒
５

２
２-

０
０
５
５
　
野
瀬
町
１
８
７-

４
）

☎
◯　26　
８
６
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
８

６
０
２
番
へ
。
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健康管理だより

らくらく禁煙相談 子育て公開講座 

佐

竹

祐ゆ
う

哉や

ち
ゃ
ん

︵
原
　
町
︶

大

西

優ゆ

美み

ち
ゃ
ん

︵
平
田
町
︶

岡
崎
未み

羅ら

乃の

ち
ゃ
ん

︵
大
堀
町
︶

広報ひこね　平成14年12月１日

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【12月後半】

18

１６日(月)、２３日(月・祝)、
２６日(木)～平成15年１月４日(土)

１７日㈫

１８日㈬

１９日㈭

２０日㈮

２４日㈫

２５日㈬

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校
稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前
千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 彦 根 自 動 車 学 校
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町 公 民 館
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港屋駐車場東（旧平和堂稲枝店）

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：１５
１４：００
１４：５０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
12月後半～お正月

※４月から、一部の区域で収集順を変更して
います。収集予定日が３月までと大幅に異
なる場合もありますので、この表で確認く
ださるようお願いします。

※12月31日㈫～１月５日㈰は、収集業務を行い
ません。臨時の収集については、早めにお申
し込みください。（臨時の収集は、原則として
毎週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況や冬期の天候によって、収集日は３日程度前後することがありますが、
ご了承ください。

１６日㈪

１７日㈫

１８日㈬

１９日㈭
２０日㈮

２４日㈫
２５日㈬
２６日㈭
２７日㈮

２８日㈯

２９日㈰

３０日㈪

新、芹中、大橋、西沼波（東部を除く）、東沼波、大堀、日夏、八
坂、亀山地区、稲枝（東）、肥田（西肥田を除く）、彦富
元岡、沼波、東沼波、大堀、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁
目、河原三丁目、日夏、亀山地区、稲部（稲部東・南稲部）、野良田
日夏、鳥居本地区、亀山地区、稲里、金田、稲部（稲部・南稲部）、
石寺（上石寺・下石寺）
日夏、鳥居本地区、高宮地区、亀山地区、彦富（笹田団地）
古沢、松原（四ツ川を除く）、日夏、鳥居本地区、高宮地区、河瀬
地区
高宮地区、河瀬地区
小泉、高宮地区、河瀬地区
野田山、正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）、河瀬地区
幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、安清、芹、野田山、
正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）
松原一丁目、松原二丁目、安清、外、戸賀、小泉、本町一丁目、本
町二丁目、本町三丁目
原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、大藪、馬場一
丁目、馬場二丁目、長曽根、中央（第１・４部）、銀座、芹橋一丁目
（河原二丁目の一部を含む）、芹橋二丁目
幸、山之脇、芹川、城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町
二丁目、池州、中藪一丁目、中藪二丁目、中藪、西今（松田団地を
除く）、須越

12月後半

情報
掲示板

能
症
度
２
度
以
上
）、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン

舞
踏
病
、
ウ
イ
リ
ス
動
脈
輪
閉へ

い

塞そ
く

症
、

ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉に

く

芽が

腫し
ゅ

症
、
特
発
性
拡
張

型
（
う
っ
血
型
）
心
筋
症
、
シ
ャ
イ
・

ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群
、
表
皮
水す

い

疱ほ
う

症

（
接
合
部
型
お
よ
び
栄
養
障
害
型
）、
膿の

う

疱ほ
う

性
乾か

ん

癬せ
ん

、
広
範
脊せ

き

柱ち
ゅ
う

管か
ん

狭き
ょ
う

窄さ
く

症
（
生

活
機
能
症
度
２
度
以
上
）、
原
発
性
胆

汁
性
肝
硬
変
、
重
症
急
性
膵す

い

炎
、
特
発

性
大だ

い

腿た
い

骨こ
っ

頭と
う

壊え

死し

症
、
混
合
性
結
合
組

織
病
、
原
発
性
免
疫
不
全
症
候
群
、
特

発
性
間
質
性
肺
炎
、網
膜
色
素
変
性
症
、

ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
、
原

発
性
肺
高
血
圧
症
、
神
経
線せ

ん

維い

腫し
ゅ

症
、

亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
、
バ
ッ
ド
・
キ

ア
リ
症
候
群
、
特
発
性
慢
性
肺
血け

っ

栓せ
ん

塞そ
く

栓せ
ん

病
、
フ
ァ
ブ
リ
ー
病
、
副ふ

く

腎じ
ん

白
質
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病

見
舞
金

１
人
月
額
２
、０
０
０
円

申
請
受
付
期
間

12
月
９
日
㈪
〜
平
成
15

年
１
月
10
日
㈮
︵
期
限
厳
守
︶
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎
◯　 23　
９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６

８
番

難
病
と
い
わ
れ
る
特
定
疾
患
に
か
か
っ

て
い
る
人
に
、見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
、
期
限
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

社

会
福
祉
課
（
平
田
町
・
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
）、

市
民
課
（
市
役
所
１
階
④
番
窓
口
）、

支
所
・
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

資
格

本
市
に
３
か
月
以
上
住
所
を
有

し
、次
の
疾
病
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

現
に
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る

人
※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
病
気
を
証

明
す
る
も
の
（
診
断
書
、
特
定
疾
患
患

者
手
帳
）
と
印
鑑
、
金
融
機
関
（
郵
便

局
は
除
く
）
の
口
座
番
号
を
確
認
で
き

る
も
の
が
必
要
で
す
。

該
当
す
る
疾
病

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
多

発
性
硬
化
症
、
重
症
筋
無
力
症
、
全
身

性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
ス
モ
ン
、
再

生
不
良
性
貧
血
、サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
、

筋き
ん

萎い

縮し
ゅ
く

性
側そ

く

索さ
く

硬
化
症
、
強き

ょ
う

皮ひ

症
、
皮

膚
筋
炎
お
よ
び
多
発
性
筋
炎
、
特
発
性

血
小
板
減
少
性
紫し

斑は
ん

病
、
結
節
性
動
脈

周
囲
炎
、
潰か

い

瘍よ
う

性
大
腸
炎
、
大
動
脈
炎

症
候
群
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
病
、
天て

ん

疱ぽ
う

瘡そ
う

、

脊せ
き

髄ず
い

小
脳
変
性
症
、
ク
ロ
ー
ン
病
、
難

治
性
の
肝
炎
の
う
ち
劇
症
肝
炎
、
悪
性

関
節
リ
ウ
マ
チ
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

（
本
態
性
）、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
（
原

発
性
）、
後こ

う

縦じ
ゅ
う

靭じ
ん

帯た
い

骨
化
症
（
生
活
機
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表
紙
の
こ
と
ば
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通巻第1059号
（平成14年12月１日発行）

活気ある商店街づくりを目指す中溝さん

中
溝
雅ま

さ

士し

さ
ん
︵
河
原
二
丁
目
︶

私
た
ち
花
し
ょ
う
ぶ
通
り
商
店
街
は
、

週
に
１
回
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
売
り
出

し
な
ど
の
企
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。
最
近

は
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
る
お
店
が
多
く

な
っ
た
の
で
、
話
し
合
い
の
結
果
を
電
子

メ
ー
ル
で
知
ら
せ
て
、
意
思
の
疎
通
を
図

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
話
し
合
い
の
結
果
、
今
年
は

街
路
灯
に
ち
ょ
う
ち
ん
を
つ
け
る
こ
と
に

な
り
、
11
月
上
旬
に
完
成
し
ま
し
た
。
初

め
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
聞
い
た
と
き
は
、

「
な
ぜ
ち
ょ
う
ち
ん
を
？
」
と
び
っ
く
り

し
ま
し
た
が
、
実
際
に
で
き
て
み
る
と
、

き
ら
び
や
か
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
は

な
い
「
和
」
の
雰
囲
気
で
、
花
し
ょ
う
ぶ

通
り
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

「
ふ
る
あ
た
ら
し
い
ま
ち
」
花
し
ょ
う

ぶ
通
り
商
店
街
が
何
を
し
て
い
け
ば
い
い

の
か
、
な
ん
と
な
く
つ
か
め
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

人口と世帯数
平成14年11月１日現在

人　口
男
女
世帯数

（ ）内は前月との比較

１０８,９６１人 （＋３３）
５３,５３６人　 （＋２７）
５５,４２５人　 （＋ ６）
３８,６５７世帯　（＋５７）
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　人と人とのふれあい、会話の第一歩は「あいさつ」です。
子どもも大人も、お互いにあいさつを交わしあいましょう。 
　そして、地域の子どもたちの名前を覚えましょう。 

アイリスは、市の花「はなしょう
ぶ」などアヤメ科の植物の総称です。
彦根のいろいろな地域で、アイリ
スの花が咲くように、あいさつの輪
が広がるようにと願って名づけられ
ました。
※彦根市青少年問題協議会では、
毎月１日（日曜日などの場合は、
翌登校日）を「あいさつの日」
として、市内の小・中学校の
校門などで、子どもたちへの
声かけを実施しています。
※皆さんのまちの「あいさつ運動」
の取組をお知らせください。
連絡・問い合わせ先

教育委員会生涯学習課
☎24-7971、FAX23-9190

稲里町老人クラブの皆さんは、毎
月１日に交替で町内の交差点に立
ち、登校する子どもたちにあいさつ
の声をかけておられます（写真）。
この交差点は、町内の子どもたち
全員が通るところです。11月１日の
朝は冷たい雨が降っていましたが、
「おはよう、寒いなあ」、「気をつけ
て行ってらっしゃい」など、一人ひとりの顔を見て優しく言葉をかけると、子
どもたちからも雨に負けない元気な声で「おはようございます」、「行ってきま
す」とあいさつが返ってきました。
朝の一声が子どもたちを元気づけ、ふるさとを愛する心をはぐくむ源になる
のではないでしょうか。地域の子どもたちを温かいまなざしで見守る老人クラ
ブの皆さんの姿に、カメラを向けたこちらの心も温まりました。

稲里町老人クラブの取組

共 同 募 金  
歳末たすけあい 
12月1日～25日 


